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地域特性と将来予測について 
 
○人口特性 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」から、本計画の目

標年次である 2045（平成 57）年までの人口の推移をみる

と、総人口は基準年 2015（平

成 27）年で 49,787 人、2045

（平成 57）年 41,117 人で、

伸び率は約 0.83 である。これ

に対して、0～14 歳の年少の

伸び率は約 0.98、65 歳以上の老年人口は、伸び率約 1.01

とほぼ横ばいとなっている。 

 

○市域と小学校区 

 本市のコミュニティのひとつの単位となる小学校区は、長岡北小、

長岡南小、韮山小、韮山南小、大仁北小、大仁小の 6 つの学区に分

かれている。 

 

○児童・生徒数の推移（2015（平成 27）年⇒2045（平成 57）年） 

 「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」から、本計画の目標年次である 2045 年（平成 57 年）までの人口の推移を用いて、2045

（平成 57）年の児童・生徒数を推計すると、下表のとおりとなる。【学校教育系施設の専用面積試算の参考値として使用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※0～14歳の年少の伸び率である約 0.98を用いて推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

※0～14歳の年少の伸び率である約 0.98を用いて推計 

○公共施設の配置 

 公共施設は概ね市の西側の南北を走る伊豆箱根鉄道駿豆線の沿線

に広がる市街地に主に分布している。 

 特に、市民生活に関わりの深い、社会教育系、子育て支援、保健福

祉、医療などの公共施設は、駅を中心とする圏域に集積している。 

 地域に密着する市民文化系、公園などの公共施設は地域ごとに配置

されている。 

○地域の人口特性（人口ビジョンを加味しない場合） 

 地域の人口特性を 100m 人口メッシュ図（国勢調査

をベースにコーホート推計）からみると、人口の増

加率（2040 年/2015 年）では、全体的に人口減少が

進むことが想定されているが（メッシュ色の黄色か

ら赤に掛けて減少が大きい）、特に、市の北東部の奈

古谷などの集落部分で減少が大きくなることが想定

されている。 

 これに比べて、韮山小（韮山駅）周辺、長岡南小か

ら韮山南小（伊豆長岡駅）に掛けて、及び大仁小（田

京駅）周辺では、減少率は低くなることが想定され

ている。 

 

○将来の高齢化（人口ビジョンを加味しない場合） 

 100m 人口メッシュ図から想定される 2040 年

（平成 52 年）の高齢化率をみると、市域の東西

の山間地と市街地外縁の集落で特に高齢化が進

むと想定されている。 

 全体的な高齢化率は進行するが、人口が集積す

る伊豆箱根鉄道駿豆線の沿線では他の地域に比

べて、高齢化の割合は総体的に低く、人口の減

少が低い地域（韮山小（韮山駅）周辺、長岡南

小から韮山南小（伊豆長岡駅）に掛けて、及び

大仁小（田京駅）周辺）においては高齢化の率

も低くなることが想定されている。 

 

資料４－２ 

2015年　平成27年 2045年

学 級 数 教員数 児 童 数
教員以外
の職員数

児童数※

男 女 計 計
長岡南小学校区

23 35 310 265 575 5 563
長岡北小学校区

7 15 85 75 160 3 157
韮山小学校区

27 40 367 336 703 3 689
韮山南小学校区

13 22 176 154 330 6 323
大仁小学校区

17 24 239 216 455 4 446

12 20 129 137 266 3 261
99 156 1,306 1,183 2,489 24 2,438

大仁北小学校区
大仁北小学校

合 計

小 学 校

長岡南小学校

長岡北小学校

韮山小学校

韮山南小学校

大仁小学校

2045年
生徒数※

男 女 計
長岡南小学校区

15 32 213 195 408 3 400
韮山小学校区

17 35 250 260 510 4 499
大仁小学校区

13 27 196 186 382 3 374
45 94 659 641 1300 10 1,273

中 学 校

長岡中学校

韮山中学校

大仁中学校

合 計

平成27年度

学 級 数 教員数
生 徒 数 教員以外

の職員数
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≪小学校区ごとの特性≫ 
長岡北小学校区   長岡南小学校区  

○地域概要 

本地域は、市の西側、狩野川左岸の狩野

川放水路の北に位置している。 

6 つの小学校区の中では、全体における人

口の占める割合は最も少なく約 7.64%

（2015 年）である。 

人口総数は減り続けており、2016 年から

2017 年で 34 人減少し 3,726 人となってい

る。世帯数は逆に増加しており、2017 年で

世帯人員は 2.55 人/世帯と核家族化が進行

している。 

  

 

 ○地域概要 

本地域は、市の西側、狩野川左岸の狩野川放水

路の南に位置している。 

6 つの小学校区の中では、全体における人口の

占める割合は 2 番目に大きく約 22.21%（2015

年）である。 

人口総数は 2015 年と 2016 年で若干の増加と

なったが、2017 年では 19 人の減少と大きく落

ち込み 1,1047 人となっている。世帯数は増加し

ており、2017 年で世帯人員は 2.12 人/世帯と核

家族化が進行している。 

  

 

○公共施設 

本地域の主な公共施設は、伊豆中央道の

江間 IC の西の集落地に、長岡北小学校、江

間防災センター、江間グランドなどが隣接

し、地域の拠点となっている。 

 

 

 ○公共施設 

本地域は中心部に市役所（伊豆長岡庁舎）があ

り、これに隣接して長岡中央公民館、長岡シニア

プラザ、長岡温水プールなどの都市型の公共施設

が隣接し、地域の拠点となっている。 

 

 

○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」か

ら、地域の人口を想定すると（2015 年の人

口の地域割合が変化しないと想定）、計画目

標の 2045 年で約 3,142 人と想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 ○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」から、地

域の人口を想定すると（2015 年の人口の地域割

合が変化しないと想定）、計画目標の 2045 年で

約 9,132 人と想定される。 
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韮山小学校区   韮山南小学校区  

○地域概要 

本地域は、市の北側、狩野川右岸に位置

し、伊豆箱根鉄道駿豆線の原木駅と韮山駅

がある。 

6 つの小学校区の中では、全体における

人口の占める割合は最も多く約 24.95%

（2015 年）である。 

人口総数は 2016年まで増加していたが、

2017年で80人の減少となり12,403人とな

っている。世帯数は逆に増加しており、

2017年で世帯人員は 2.43人/世帯と核家族

化が進行している。 

 

 

 

 ○地域概要 

本地域は、市の北側、狩野川右岸に位置し、伊

豆箱根鉄道駿豆線の原木駅と韮山駅がある。 

6 つの小学校区の中では、全体における人口の

占める割合は最も多く約 24.95%（2015 年）で

ある。 

人口総数は 2016 年まで増加していたが、2017

年で 80人の減少となり 12,403人となっている。

世帯数は逆に増加しており、2017 年で世帯人員

は 2.43 人/世帯と核家族化が進行している。 

  

 

○公共施設 

本地域の主な公共施設は、韮山駅周辺か

ら県道 133号に沿って広がる市街地に点在

している。韮山駅周辺には韮山文化センタ

ー、韮山図書館、韮山文化センター（時代

劇場）、あゆみ保育園が隣接し、韮山小学校

もこの北側に位置しており、地域の拠点と

なっている。さらに東の県道 133 号と 136

の交差点周辺には、韮山農村環境改善セン

ター（韮山支所）、韮山保健・福祉センター

なども位置している。 

 

 ○公共施設 

本地域は、伊豆長岡駅があるが駅周辺には主

な公共施設の集積はみられない。駅に比較的近

い公共施設としては、駅西の韮山温泉館、駅東

の韮山南小学校、共和幼稚園がある。 

 

○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」か

ら、地域の人口を想定すると（2015 年の人

口の地域割合が変化しないと想定）、計画目

標の 2045 年で約 10,259 人と想定される。 

 

 

 ○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」から、地

域の人口を想定すると（2015 年の人口の地域割

合が変化しないと想定）、計画目標の 2045 年で

約 6,315 人と想定される。 
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大仁北小学校   大仁小学校  

○地域概要 

本地域は、市の中央南の狩野川右岸、伊

豆箱根鉄道駿豆線の田京駅の北に位置して

いる。 

6 つの小学校区の中では、全体における人

口の占める割合は 2番目に小さく約 10.46%

（2015 年）である。 

人口総数は 2016 年で増加したが全体的

には減少傾向を示し、2017 年で 60 人の減

少となり 5,156 人となっている。世帯数は

逆に増加しており、2017 年で世帯人員は

2.40 人/世帯と核家族化が進行している。 

 

 

 

 ○地域概要 

本地域は、市の南端、狩野川右岸に位置し、伊

豆箱根鉄道駿豆線の田京駅と大仁駅がある。 

6 つの小学校区の中では、全体における人口の

占める割合は 3 番目に多く約 19.38%（2015 年）

である。 

人口総数は一貫して減少を続け、2017 年では

112 人の減少となり 9,455 人となっている。世帯

数は逆に増加しており、2017 年で世帯人員は

2.43 人/世帯と核家族化が進行している。 

  

 

○公共施設 

本地域の主な公共施設は、田京駅の北に

大仁北小学校と御門防災センターが位置し

ている。 

 

 ○公共施設 

本地域の主な公共施設は、田京駅周辺に大仁

庁舎、伊豆保健医療センター、少し南に下り中

央図書館、大仁体育館などがある。また、大仁

中央 IC には道の駅伊豆のへそと IZU･WORLD

みんなの Hawaiians が立地している。 

 

○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」か

ら、地域の人口を想定すると（2015 年の人

口の地域割合が変化しないと想定）、計画目

標の 2045 年で約４,300 人と想定される。 

 

 

 ○将来予測 

「伊豆の国市人口ビジョン 2016 年」から、地

域の人口を想定すると（2015 年の人口の地域割

合が変化しないと想定）、計画目標の 2045 年で

約 7,970 人と想定される。 
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